
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
み
ど
り
の
カ
ー

テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

心
身
に
障
害
が
あ
り
、
一
般
企

業
で
の
就
労
が
困
難
な
人
に
、
働

く
場
を
提
供
し
、
知
識
や
能
力
向

上
の
訓
練
を
す
る
施
設
で
す
。
仕

事
内
容
や
見
学
な
ど
は
、
直
接
事

業
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
事
業
所
止
さ
く
ら
会（
東
端

町
／
緯〈

〉４
２
２
１
）、ジ
ョ
ブ

７３

フ
ァ
ミ
リ
ー（
大
山
町
／
緯〈

〉
７７

０
４
０
０
）、ひ
ま
わ
り（
今
本
町

／
緯〈

〉９
８
９
２
）

９１

●
申
し
込
み

事
前
に
障
害
福
祉

課
へ

■問
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
５
９
）

７１

広報あんじょう 2011.12.15 俄

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
　
人
、
み
ど

２７

り
の
カ
ー
テ
ン
に
　
人
の
応
募
が

１９

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
賞
５
人
が
決

ま
り
ま
し
た
。
写
真
を
堀
内
公
園

展
示
棟
で
　

月
　

日
昇
ま
で
展
示

１２

２０

し
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

●
エ
コ
ネ
ッ
ト

あ
ん
じ
ょ
う
賞

　
鈴
木
 市
  代
 

い
ち
 よ

●
美
化
部
会
長

賞
　
前
田
 艶
  子
 

つ
や
 こ

●
サ
ル
ビ
ア
賞

　
磯
村
 光
  子
 

み
つ
 こ

●
入
賞
　
井
上
 敏
  子
 、
 仙
  藤
 

と
し
 こ
 

せ
ん
 ど
う

 誠
 
ま
こ
と

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞
　

水
野
 嘉
  勝
 

よ
し
 か
つ

●
美
化
部
会
長
賞
　
宮
下
 美
  喜
  雄
 ・

み
 
き
 
お

 啓
  子
 

け
い
 こ

●
サ
ル
ビ
ア
賞
　
斉
藤
 昌
  幸
 

ま
さ
 ゆ
き

●
入
賞
　
菊
池
 盛
  治
 

せ
い
 じ

、
 久
  守
 

ひ
さ
 も
り

 竜
 
り
ゅ
う

 平
 
へ
い

■問 
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
４
）

７１

　
妊
娠
中
の
生
活
や
育
児
に
つ
い

て
、
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

各
種
コ
ー
ナ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
来
年
２
月
４
日
松

●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み
　

要
予
約
の
場
合
糸

　
月
　
日
昇
～
来
年
１
月
　
日
晶

１２

２０

２７

（
松
掌
抄
、
　
月
　
日
昭
～
来
年

１２

２９

１
月
３
日
昇
を
除
く
）に
、
電
話

で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉１
７６

１
３
３
）へ
　

そ
れ
以
外
糸
当
日

午
前
９
時
　
分
～
　
時
に
直
接
同

１０

１１

セ
ン
タ
ー
へ

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流

コ
ー
ナ
ー（
要
予
約
）

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・

２０

　
時
　
分

１０

４０

※
所
要
時
間
１
時
間
　
分
。

１０

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操

の
見
学
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か

ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

の
体
験
談
を
聞
き
ま
す
。

　
な
お
、
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ
機
会
と
し
て
、
高
校

生
が
一
緒
に
参
加
し
ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１０

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

４０

１０

　
分
・
　
時
・
　
時
　
分

２０

１１

１１

３５

※
所
要
時
間
　
分
。

１５

●
内
容
　
身
近
な
材
料
を
使
い
、

赤
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作

り
ま
す

■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

４０

１０

　
分
・
　
時
・
　
時
　
分

２０

１１

１１

３５

※
所
要
時
間
　
分
。

１５

●
内
容
　
読
み
聞
か
せ
の
実
演
、

赤
ち
ゃ
ん
向
き
絵
本
の
紹
介

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
５０●

内
容
　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
歯
の
豆
知
識
、
知
っ
て

お
く
と
あ
わ
て
な
い
家
族
風
呂
デ

ビ
ュ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
展
示

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映（
事
故
予
防
、
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
絆
を
深
め

る
内
容
）

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時
・

２０

１０

　
時
　
分
・
　
時
　
分

１０

４０

１１

２０

※
所
要
時
間
　
分
。

１５

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
い
、

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
を
体
験
し

ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１２

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
５０●

内
容
　
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
、
妊
婦
の
日
常
生
活
を

体
験
し
ま
す

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
開
設

鈴鈴木さんの作鈴木さんの作品品

水野さんの作水野さんの作品品

　
以
前
、
わ
た
し
が
聞
い
て

い
た
安
城
市
役
所
の
様
子
は
、

「
広
い
フ
ロ
ア
ー
に
何
百
も

の
デ
ス
ク
が
並
ん
で
い
て
、

管
理
職
が
そ
の
上
座
に
座
り

職
員
た
ち
に
命
令
し
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か

し
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
職
場
で
な
く
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

職
員
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
お

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
上
司
と
も
良
く

連
絡
し
合
い
、
上
手
に
連
携

し
て
い
ま
す
。
特
に
感
じ
た

の
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
非

常
に
仲
良
く
、
助
け
合
っ
て

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
同
じ
部
署
内
で
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
違
う
部

署
間
で
も
多
く
の
打
ち
合
わ

せ
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

を
ス
ム
ー
ズ
に
間
違
い
な
く

す
る
た
め
に
は
、
た
い
へ
ん

重
要
な
要
素
で
す
。
事
業
を

す
る
職
員
が
連
携
を
図
り
、

関
係
者
す
べ
て
が
変
更
点
な

ど
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

　
管
理
職
は
ほ
か
の
職
員
た

ち
と
同
様
の
机
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
ご
と
に
配
置
さ
れ

て
い
て
、
部
下
と
良
好
な
関

係
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
上

司
と
部
下
が
近
い
距
離
で
働

い
て
い
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム

の
士
気
が
高
ま
り
、
作
業
効

率
も
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
は
常
に
対
話
と
問
題

意
識
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、　
月
　
日
に

１１

２８

安
城
を
去
り
ま
す
が
、
多
く

の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
安
城
市
の

皆
さ
ん
、
温
か
く
迎
え
入
れ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
　
月
　
日
記
）

１１

１４

広報あんじょう　2011.12.15峨

　
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は
、
医

療
保
険
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
両
方

を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

●
内
容
　
１
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
の
自
己
負
担
額
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額（
高
額

療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た

額
を
除
く
）を
合
計
し
、
基
準
額

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
金
額
の

支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す

※
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０

円
の
場
合
や
、
基
準
額
を
超
え

た
金
額
が
　
円
を
超
え
な
い
場

５００

合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法
に
つ
い
て

　
基
準
日
（
７
月
　

日
）に
国
民
健

３１

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
、
平
成
　

年
８
月
～
平

２２

成
　

年
７
月
分
の
支
給
対
象
者
に

２３
は
、
平
成
　

年
　

月
中
旬
以
降
に

２３

１２

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
お
知
ら
せ

に
記
載
さ
れ
た
担
当
窓
口
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
基
準
日
に
、
そ
の
ほ
か
の
健
康

保
険
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

人
に
つ
い
て
は
、
各
健
康
保
険
組

合
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
各
健
康
保
険
組
合
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
と
な
る
「
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
自
己
負
担
額
証
明
書
」

は
、
市
介
護
保
険
課
で
発
行
し

ま
す
。

●
そ
の
他
　
基
準
日
に
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
た
人
で
も
、
算
定

期
間
内
に
安
城
市
に
転
入
し
た
人

や
加
入
の
医
療
保
険
に
変
更
が
あ

っ
た
人
な
ど
は
、
支
給
対
象
と
な

る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は

左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い●
問
い
合
わ
せ
　

国
民
健
康
保
険

加
入
者
糸
国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）　
後
期
高
齢

７１

者
医
療
保
険
加
入
者
糸
国
保
年
金

課
医
療
係（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）　

７１

介
護
保
険
の
金
額
糸
介
護
保
険
課

介
護
給
付
係（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）

７１

高
額
介
護
合
算
制
度
に
つ
い
て

●
無
料
開
放
期
間
　

安
城
駅

西（
東
棟
・
屋
外
）・
御
幸
本

町
・
安
城
駅
東
駐
車
場
糸
　１２

月
　
日
晶
午
後
８
時
～
来
年

３０
１
月
４
日
昌
午
後
８
時

※
定
期
専
用
区
画
を
除
く
。

安
城
駅
・
安
城
駅
北
口
自
転

車
駐
車
場
糸
　
月
　
日
晶
午

１２

３０

後
７
時
～
来
年
１
月
４
日
昌

午
前
７
時

●
注
意
事
項
　
期
間
終
了
後

は
、
従
来
ど
お
り
の
料
金
が

か
か
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
安
城
駅
西

駐
車
場
管
理
事
務
所（
緯

〈
　
〉１
５
０
０
）、市
維
持
管

７４理
課（
緯〈
　
〉２
２
３
７
）

７１


